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上位（目的）下位（手段）

予
防

救
護

急
性
期

県民が脳卒中・
心血管疾患の
予防につとめ、
罹患した場合
も必要な医療
を受け、安心し
て暮らすこと
ができる

住む場所に関わ
らず必要な医療
を受けることが
できる

日常生活の場
で質の高い療
養生活を送る
ことができてい
る

発症後できるだけ早期に
専門医療機関へ搬送され
ている

発症後早期に専門的な治
療・リハビリテーションを
受けられている

身体機能の早期改善の
ための集中的リハビリテ
ーション及び日常生活へ
の復帰、生活機能維持・
向上のためのリハビリテ
ーションを受けられてい
る

○ ロジックモデル（案）の構成 （ロジックモデル（案）の詳細は資料３のとおり）

県民が脳卒中・心血管疾
患についての正しい知識
を持ち、生活習慣の改善
に取り組んでいる

脳卒中・心血管
疾患の発症を予
防できている

行政等の活動

行政等が行う活
動やその結果

県民の状態

主語を県民とし記載

目指す姿

分野別アウトカム：計画全体の目指す姿
中間アウトカム①：３つのアウトカムで構成

個別施策 中間アウトカム② 中間アウトカム① 分野アウトカム

１ ロジックモデルとは
・ 上位の目的とこれを達成するための
手段（下位の目的）の関係を図式化したもの

・ 上位から下位に向かって検討することが重要

２ ロジックモデル（案）の考え方
・ 循環器病対策推進基本計画（参考資料１）や
医療計画作成指針等（参考資料２～３）を
踏まえ検討
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回
復
期

慢
性
期

再
発
予
防
期

在宅療養支援、治療と仕
事の両立支援・就労支援
を受けられている

再発や重症化を予防でき
ている


